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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年12月3日(2009.12.3)

【公表番号】特表2009-519906(P2009-519906A)
【公表日】平成21年5月21日(2009.5.21)
【年通号数】公開・登録公報2009-020
【出願番号】特願2008-543745(P2008-543745)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  14/415    (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/30     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/302    (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/303    (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/272    (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/275    (2006.01)
   Ａ２３Ｊ   3/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   1/34     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/07     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7004   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/702    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/715    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/215    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/685    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ２３Ｋ   1/16     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   2/52     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   2/58     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ  14/415   　　　　
   Ａ２３Ｌ   1/30    　　　Ｚ
   Ａ２３Ｌ   1/302   　　　　
   Ａ２３Ｌ   1/303   　　　　
   Ａ２３Ｌ   1/272   　　　　
   Ａ２３Ｌ   1/275   　　　　
   Ａ２３Ｊ   3/14    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   1/34    　　　　
   Ｃ１２Ｐ  21/00    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｐ  21/06    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/07    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7004  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/702   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/715   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/215   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/685   　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/00    　　　　
   Ａ２３Ｋ   1/16    ３０４Ｃ
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   Ａ２３Ｋ   1/16    ３０３Ｄ
   Ａ２３Ｋ   1/16    ３０１Ａ
   Ａ２３Ｌ   2/00    　　　Ｆ
   Ａ２３Ｌ   2/00    　　　Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月16日(2009.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イネ胚乳タンパク質および活性成分を含んでなる組成物。
【請求項２】
　前記イネ胚乳タンパク質が変性イネ胚乳タンパク質である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記活性成分が脂溶性活性成分および／または着色剤である、請求項１または２に記載
の組成物。
【請求項４】
　Ｉ）（変性）イネ胚乳タンパク質の水溶液またはコロイド溶液を調製するステップと、
　ＩＩ）場合によりステップＩ）で調製された溶液に、少なくとも水溶性賦形剤および／
またはアジュバントを添加するステップと、
　ＩＩＩ）少なくとも活性成分、好ましくは少なくとも脂溶性活性成分および／または着
色剤、および場合により少なくとも脂溶性アジュバントおよび／または賦形剤の溶液また
は分散体を調製するステップと、
　ＩＶ）ステップＩ）～ＩＩＩ）で調製された溶液を互いに混合するステップと、
　Ｖ）このようにして得られた混合物を均質化するステップと、
　ＶＩ）場合により前記（変性）イネ胚乳タンパク質を架橋するための架橋剤を添加する
ステップと、
　ＶＩａ）場合によりステップＶＩ）を実施した後に得られた混合物に酵素処理または熱
処理を施して前記（変性）イネ胚乳タンパク質を架橋するステップと、
　ＶＩＩ）場合によりステップＶ）および／またはＶＩ）で得られた分散体を粉末に加工
するステップと、
　ＶＩＩＩ）場合によりステップＶＩＩ）で得られた粉末を乾燥するステップと、
　ＩＸ）場合により前記（乾燥）粉末に酵素処理または熱処理を施して前記（変性）イネ
胚乳タンパク質を架橋するステップと
を含んでなり、ただしステップＶＩ）が実施される場合、ステップＶＩａ）またはステッ
プＩＸ）の双方でなく片方のみが実施される、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成
物を製造する方法。
【請求項５】
　ａ）粉砕米の水溶液または懸濁液を調製して製粉前に米糠を除去し、前記溶液または懸
濁液が水溶液または懸濁液総量を基準にして好ましくは０．１～３０重量％の乾燥質量含
量を有するステップと、
　ｂ）場合により粉砕米の非タンパク質部分またはタンパク質部分を除去してイネ胚乳タ
ンパク質を得るステップであって、米糠が製粉前に除去されるステップと、
　ｃ）場合により粉砕米のタンパク質部分を変性させて変性イネ胚乳タンパク質を得るス
テップであって、米糠が製粉前に除去されるステップと、
　ｄ）場合により前記（変性）イネ胚乳タンパク質を単離するステップと、
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　ｅ）場合により前記（変性）イネ胚乳タンパク質を固形に加工するステップと
を含んでなり、ただしステップｂ）、ｃ）、およびｄ）の少なくとも１つが実施される、
粉砕米から開始して、米糠が製粉前に除去された（変性）イネ胚乳タンパク質を製造する
方法。
【請求項６】
　≧２２０、好ましくは≧３５０、より好ましくは≧５００のエマルジョン能力を有する
（変性）イネ胚乳タンパク質。
【請求項７】
　食物、飲料、動物飼料、パーソナルケアまたは医薬組成物の富栄養化、強化および／ま
たは着色のための請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物の使用。
【請求項８】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物を含有する、食物、飲料、動物飼料、パー
ソナルケア、および医薬組成物。
【請求項９】
　請求項６に記載の（変性）イネ胚乳タンパク質を含有する、食物、飲料、動物飼料、パ
ーソナルケアおよび医薬組成物。
【請求項１０】
　活性成分、特に脂溶性活性成分および／または着色剤のための保護親水コロイドとして
の好ましくは請求項６に記載されるような（変性）イネ胚乳タンパク質の使用。
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